
キッズサイエンススクール

①夏休みの宿題これで、ばっちり サマースクール

「台所でできる科学実験講座 ~酵素って何?酵素の働きを見てみよう "-'J

実施担当研究員:高品知典(生命科学部応用生物科学科 准教授)

岡崎 渉(生命科学部応用生物科学科教授)

開催日時.平成 25年 8月27日(火曜日 )13:20'""'"'14: 50 

場 所板倉 キャンパス 3号館 第 5学生実験室

対 象 :館林邑楽地域、太田市在住の小・ 中学生およびその保護者。ただし、保護者は l家庭

l人とする。 小学生のみ、保護者のみの参加は不可、中学生のみの参加は可とする。

参 加者 :40名 (16家族)

地活研実施担当研究員 :1名、 TA学生 :4名、

参 加 費 :無料

備 考 :①夏休みの宿題これで、ばっちりサマースクール 「台所でできる科学実験講座 ~酵素

って何ワ酵素の働きを見てみよう '""'"'Jは、群馬県館林行政県税事務所、群馬県地域政

策課、 東洋大学、館林市、板倉町主催の「東洋大学&企業見学・親子でおも しろツアー」

東洋大学板倉キャンパス見学(講義 ・実験)として共同実施することになった。その

ため、当初の事業計画提案の内容 (対象者、募集地域、講義・実験内容等)を一部変

更して開催した。

事業の目 的

本講座は、理科離れの傾向が著しい小・ 中学生を対象に理科実験を通 じて理科学習の楽 しさを

体験させ、知的好奇心を引き出すことを目的とした。対象者を群馬県東部県民局管内(館林市 ・

邑楽郡 ・太田市)在住者と し、 「地域と東洋大学との連携事業」 として東洋大学の見学 (実験・講

義)を行い、東洋大学に対する理解促進を図ることを合わせて目 的とした。

事業実施内容

「酵素」 としづ 言葉は普段から生活の中で見聞き しているが、 身近な食材に酵素が豊富に含ま

れ、酵素活性を示すことはあまり意識されていない

この実験講座では、 酵素の種類や働きについてわかりやすく説明するとともに、身近にある果

物や野菜などに含まれる醇素の活性を検出する実験を体験できるよう企画した。材料や器具は主

として一般家庭で容易に入手可能なものや、台所で日常使っているものと し、帰宅後に再度実験

できる ように工夫した。また小 ・中学生にもわかりやすい実験テキストを作成し、映像資料とと

もに解説する ことにより、容易に理解できるように努めた。

事前準備として、TA学生と共に予行実験を行い、タイムコースの確認などを行った。

参加対象者は群馬県東部県民局管内(館林市 ・邑楽郡 ・太田市)在住者とし、群馬県館林行政

県税事務所、群馬県地域政策課が募集した。
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事業の成果

プログラ ム前半の講義室での説明、後半の学生実験室での実験ともに、終止和やかな雰囲気で

進み、笑顔が多く見られた。難しいと考えられがちな「理科実験」を、自らの手作業で行うこと

で、楽しさを感じてもらえたと思われた。野菜などの様々な変化に対して声が上がるなど、刺激

になった様子が見て取れた。理科さらには科学への興味を持っきっかけとなったのであれば幸い

である。また、同時に親子でブ〕を合わせて実験を進めるというプロセスにより、親子のコミュニ

ケーションの機会を提供できたと思われる。

県が行った参加者へのアンケートでは、内容についての設問では 「わかりやすかった」が 76%、

「おもしろかった」が 88%であった。 自由記述欄からは、小学校低学年の子どもには少し難しそ

うで、小学校中高学年以上の子供には分かりやすかったことが窺われた。一方で「楽しかった」、

「おもしろかった」 、「家でもやってみたい」 等の感想が:奇:せられていたことから、さ らなる興味

や好奇心が引き出されたと考えられた。

改善点および今後の展開

本講座は当初の予定では中学生対象の実験講座として企画された。その後、群馬県の事業とし

て共同で開催することになり、対象が小中学生と広がることになった。できるだけわかりやすく

実験できるように改良に努めたつもりであったが、特に小学校低学年児童にはやや難しかったよ

うである。開催時期については、小学生の付き添いの方から夏休み前半を希望するという 意見が

あった。学校から出ている夏休みの課題に役立てたいということである。小学生対象の実験講座

を開催する場合には考慮すべきであろう。本講座を次年度改めて行う機会があれば、当初の企画

通り中学生対象の実験講座として開催したいと考えている。

謝辞

本講座は群馬県館林行政県税事務所、群馬県地域政策課、東洋大学、館林市、板倉町主催の「東

洋大学&企業見学・親子でおもしろツアー」東洋大学板倉キャンパス見学(講義 ・実験)として実

施された。関係各位にこの場を借りてお礼を申し上げたい。今後、また機会があればこのような

講座を企画したいと考えている。地域の皆さんへの教育貢献の一助となれば幸甚である。
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(実験講座当日の様子)
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キッズサイエンススクール

②秋の味覚を発見するオータムスクール

「親子の食育体験講座 食を学ぶキッチンサイエンス

~酸とアルカリの実験マジック ~J

実施担当研究員 :高品知典(生命科学部応用生物科学科 准教授)

岡崎渉(生命科学部応用生物科学科教授)

開催日時.平成 25年 11月 3日(日曜日 )10:00~11:30 

場 所:板倉キャンパス 3号館調理実習室

対 象:近隣市町の小学 3~4 年生とその家族

協 力:近隣市町教育委員会等

参加 者 :40名 (20家族)

地j舌研実施担当研究員 :2名、 TA学生 :6名、

参加費:無料

事業の目的

小学校生徒への食育支援活動の一環として、例えば身近な地場野菜に加熱、凍結などの調理を

施した時の色、形、固さ、香り、味などの変化を観察・体感することや、それらの程度(強度)

を数値化することなどを通し、野菜等の食材への興味を高めてもらうことを目的とした。

事業実施内容

身近な地場野菜などの食材を材料として、加熱、凍結などによる野菜の変化を観察、体験する

食育体験講座(小学校理科・ 家庭科・ 生活科などに関連)を行う。器具は主に一般家庭の台所で

使っているものを用い、帰宅後に再度実験できるように工夫する。また、酸度、糖度、伝導度な

どの測定を行い、甘さ、酸つばさなどの変化を数値化することにより、味と物質量との関係をサ

イエンスとして考察する。

今回は特に食材に含まれる色素の色調の変化と水溶液の酸性・アルカリ性に関する実験を行っ

た。 事前準備として、 TA学生と共に予行実験を行い実験条件の最適化を図ると共にタイムコース

の確認などを行った。近隣市町の教育委員会の協力を仰ぎ、小学校と連携して子供と家族が参加

できる「親子の食育体験講座」として開催した。

事業の成果

参加者へのアンケー卜では、 「実験の内容」についての設問では 90%の生徒および全ての付き

添い家族が「とても面白かったJi面白かった」と答え、「説明」についての設問では 80%以上の

生徒および 95%の付き添い家族が「とてもわかりやすかったJiわかりやすかったj と回答 して

いた。このことから、酸性・アルカリ性についてある程度理解ができ、身近にある食材に含まれ

る色素の変化を楽しんで体験 していただけた と考えている。また、アンケートの 自由記入欄には、

「おもしろかったJi高学年の勉強ができてすご、かったJ、「家でもやりたしリ等の感想が寄せられ
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ていたことから、さらなる興味や好奇心が引き出されたことが窺われた。その一方で、もう少し

説明に時間をかけて分かりやすくしてほしい等の要望も見られた。

今回は小学校と連携して、小学生と家族が参加できる「家族同伴の科学実験講座j として開催

した。親子や兄弟姉妹で手順を確かめあったり、協力して野菜を切ったりする姿が随所に見られ、

家族で力を合わせて実験するというコミュニケーションの機会を提供することもト分に達成でき

たと考えられる。今回は、特に父親と思われる男性の参加が多く、開催日が秋の日曜日であった

ことが良かったと思われた。

改善点および今後の展開

アンケートでは参加児童の多くが分かりやすく、おもしろかったと回答していたが、説明をも

っとわかりやすくとしづ要望もあった。できるだけ簡易に実験できるように努め、工夫したつも

りであったが、説明の仕方や実験の進め方について、まだ改良の余地があると感じられた。事後

の TA学生との反省会でも種々の改善アイデアが出たので、次年度、事業申請が承認された場合に

はさらに工夫して実施したい。

謝辞

本講座は近隣市町の教育委員会のご協力のもとで行われた。教育委員会ならびに小学校関係者

の皆様にこの場を借りてお礼を申し上げたい。今後、また機会があればこのような講座を企画し

たいと考えている。 地域の皆さんへの食育支援の一助となれば幸甚である。
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(実験講座当日の様子)
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開催日時
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みしぎ捗野菜マジヴヴ老解き明かをう 1
やさい

みなさんは、野菜が好きですか?

「体にいいから食べなさい!Jって言われるけれど、ちょ っ

とにがい野菜やすっぱい野菜、匂いのある野菜もあるよね。

でも、野菜の昧は、温めるだけで柔らかくなったり、甘くな

ったり、また、匂いが変化するちのちあるんですよ。
だいがく世んせい じっけん と あ

そのなぞを大学の先生といっしょに実験して解き明かそう!

主 催.東洋大学地域活性化研究所

平成25年11月3日(日)1 0 : 00"-' 1 1 : 30 
※学園祭期間中ですので、フリーマーケットなどの催しがあります0

.東洋大学板倉キャンパス 3号館1階3105教室(予定〉

:小学生 3~4年生 1 名+大人の付き添い 1 名 (2 人 1 組〉

、

• 
4・80名(申込多数の揚合は抽選になります。結果は大学から連絡レます。〉

高田知典(生命科学部応用生物科学科准顎!受〉、岡崎渉(生命科学部応用生物科学科教!受〉

実験に参加したい人は、お家の人に申込書を書いてもらって、郵送または FAXで送って下さい!

<申込-お問い合せ先>
〒374-0193群馬県邑楽郡板倉町泉野 1-1-1
TEL 0276-82-9112 FAX 0276-82-9801 
東洋大学板倉事務部事務課担当笹川・深町

品1

E{Jj可~1IJt~1j

R主主国J~E

f(，n祝賀:.f，~l'-~ヨ

申込書 • 
氏 ふ りが な 学校 小学校

名 氏名 . 才 学年 年生

{寸
ふ りが な 出売 電話

;ZR 
氏名 . モ「 本内 番号

人

T 

i主 FAX 
所 番号

(募集パンフレッ 卜)

※ ご記入頂いた個人情報は、本講座の準備 ・運営(傷害保険加入手続き等〕にのみ利用致レます。
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